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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
九
州
北
部
で
発
生
し
た
集
中
豪

雨
な
ど
、
大
規
模
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
年
で
し
た
。

　
県
経
済
は
主
軸
と
す
る
観
光
が
け
ん
引

役
と
な
り
好
調
さ
を
維
持
し
、
さ
ら
な
る
伸

び
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
こ
こ
数
年

労
働
力
人
口
が
増
加
し
な
が
ら
も
就
業
者

数
が
そ
の
伸
び
を
上
回
り
、
失
業
率
の
低
下

傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
女
性
や
高
齢
者
な

ど
こ
れ
ま
で
就
業
を
た
め
ら
っ
て
い
た
人
々

の
労
働
市
場
へ
の
参
入
も
続
い
て
い
る
も
の

と
み
ら
れ
ま
す
。

　
我
、
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
新
規

ホ
テ
ル
の
開
業
及
び
建
設
計
画
と
好
調
さ
が

続
く
ゆ
え
に
人
材
不
足
に
拍
車
が
掛
り
危

機
的
状
況
に
陥
る
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
現
状
を
打
開
す
る
為
、
雇
用
条
件

の
改
善
及
び
外
国
人
技
能
実
習
制
度
等
を

活
用
し
た
人
材
供
給
体
制
を
確
立
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
官
公
庁
入
札
に
お
い
て

は
不
適
格
業
者
に
よ
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
、
民
間

契
約
で
は
コ
ス
ト
削
減
を
求
め
ら
れ
る
な
ど

決
し
て
安
穏
と
し
て
い
ら
れ
る
状
況
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
こ
こ
数
年
の
地
域
最
低

　
協
会
及
び
協
同
組
合
共
催
の
新
春
懇
親

会
が
一
月
二
十
六
日
、
ザ
・
ナ
ハ
テ
ラ
ス

で
開
か
れ
、
会
員
の
ほ
か
、
県
、
那
覇
市
、

沖
縄
ち
ゅ
ら
島
財
団
な
ど
の
行
政
機
関
、

関
係
団
体
か
ら
関
係
者
約
百
三
十
五
名
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
新
し
い

年
が
業
界
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る

よ
う
誓
い
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
道
扇
会
師
範
金
城
由
美
子
・
砂
川
る
み

子
さ
ん
に
よ
る
「
か
ぎ
や
で
風
」
で
幕
開

け
を
行
い
、
開
会
及
び
主
催
者
代
表
挨
拶

と
し
て
新
垣
会
長
は
「
県
内
経
済
は
観
光

業
を
中
心
と
し
て
活
況
を
呈
し
て
い
る

が
、
わ
れ
わ
れ
の
業
界
も
人
手
不
足
が
い

ま
だ
に
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
に
は
、
自
社
努
力
だ

け
で
は
そ
の
範
囲
を
超
え
て
お
り
、
国
、

県
も
含
め
て
解
決
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
、
今
年
度
の
重
要
課
題
で
あ
る
。」
と

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
来
賓
の
翁
長
雄
志
県
知
事
（
代

読
・
砂
川
靖
保
健
医
療
部
長
）、
城
間
幹

子
那
覇
市
長
、
西
銘
恒
三
郎
経
済
産
業
副

大
臣
か
ら
日
ご
ろ
の
公
共
衛
生
の
向
上
に

対
す
る
取
り
組
み
に
、
感
謝
と
引
き
続
き

力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
旨
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
　
　
　

　
宴
は
県
議
会
議
員
翁
長
政
俊
氏
が
音
頭

を
と
っ
て
乾
杯
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
と

交
流
を
深
め
た
会
と
な
り
ま
し
た
。
　
　

　
ま
た
、
そ
の
日
の
午
前
中
は
会
員
・
賛

助
会
員
二
十
六
名
の
参
加
で
、
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
も
開
催
さ
れ
、
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式

で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。玉
城
大
地（
ク

リ
ー
ド
沖
縄
）
様
が
優
勝
、
そ
の
他
各
賞

も
多
数
用
意
さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

賃
金
の
大
幅
上
昇
が
本
年
も
引
き
続
き
見

込
ま
れ
て
お
り
、
経
営
環
境
は
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
り
ま
す
。

　
今
年
も
会
員
企
業
の
皆
様
と
共
に
社
会

貢
献
活
動
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
人
材
育
成
と
、
業
界
の
地
位
向
上
に
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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第
十
三
回
環
境
衛
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

十
月
二
十
六
日
に
沖
縄
県
・
那
覇
市
・
県

内
マ
ス
コ
ミ
各
社
後
援
、
沖
縄
県
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合
協
賛
の
下
、
県
立

博
物
館
・
美
術
館
講
堂
に
お
い
て
会
員
・

賛
助
会
員
・
一
般
等
約
百
五
十
名
が
来
場

し
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
相
次
ぐ
ホ
テ
ル
建
設
な
ど
当
業
界
の
深

刻
な
人
材
不
足
に
直
面
す
る
中
で
雇
用
環

境
の
解
決
策
と
し
て
外
国
人
雇
い
入
れ
を

実
施
す
る
に
あ
た
り
「
外
国
人
技
能
実
習

制
度
」
の
現
状
を
テ
ー
マ
に
（
一
社
）
国
際

人
材
教
育
振
興
協
会
　
理
事
長
　
青
柳
智

与
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
外
国
人
の
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
職
種
と
し
て
二
〇
一
六
年
四
月
に
ビ
ル

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
職
種
が
追
加
さ
れ
た
。
　

　
今
年
五
月
に
は
ホ
テ
ル
の
ベ
ッ
ト
メ
イ

ク
作
業
も
認
可
さ
れ
、
十
一
月
か
ら
の
法

改
正
な
ど
技
能
実
習
制
度
の
内
容
を
解
説

し
「
受
け
入
れ
企
業
が
労
働
基
準
法
を
守

っ
て
い
る
か
、
一
層
厳
格
に
求
め
ら
れ
る
。

入
国
直
後
の
研
修
期
間
中
の
生
活
費
や
宿

舎
の
提
供
な
ど
は
企
業
の
責
任
で
行
わ
な

い
と
い
け
な
い
」
と
語
り
安
価
な
労
働
力

と
捉
え
る
こ
と
に
く
ぎ
を
刺
し
た
。

　
㈱
み
な
と
食
品
沖
縄
、
米
蔵
一
デ
リ
カ

工
場
長
・
八
重
山
ビ
ル
管
理
㈱
、
宮
城
徹

社
長
が
ベ
ト
ナ
ム
及
び
台
湾
か
ら
の
技
能

実
習
生
の
受
け
入
れ
事
例
を
紹
介
し
た
。

　
米
蔵
工
場
長
は
費
用
対
策
効
果
に
見
合

う
の
か
不
安
が
あ
っ
た
が
受
け
入
れ
か
ら

半
年
が
た
ち
「
元
気
に
挨
拶
す
る
彼
ら
の

存
在
で
職
場
が
活
性
化
し
、
今
で
は
職
場

に
欠
か
せ
な
い
戦
力
と
し
て
生
産
向
上
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　
　
　
最
先
端
品
質
評
価
部
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
城
　
　
弘

　
県
立
病
院
ラ
ウ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
は
八
月

二
十
三
日
に
北
部
病
院
・
中
部
病
院
・
南

部
医
療
セ
ン
タ
ー
・
精
和
病
院
、
を
実
施

し
九
月
二
十
六
日
に
宮
古
病
院
、
二
十
七

日
に
八
重
山
病
院
で
実
施
後
、
ラ
ウ
ン
ド

チ
ェ
ッ
ク
後
の
報
告
会
及
び
研
修
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
ど
の
現
場
で
も
大
き
な
悩
み
と
し
て
人

手
不
足
問
題
が
ひ
っ
迫
し
、
日
々
の
現
場

業
務
を
行
う
ク
リ
ン
ク
ル
ー
の
皆
様
へ
大

き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

作
業
の
効
率
化
・
合
理
化
を
図
る
た
め
の

各
作
業
計
画
、
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
作
業

の
機
械
化
、
道
具
の
改
善
等
の
指
導
を
今

　
　
労
働
安
全
委
員
長
　
佐
渡
山
安
秀

　
十
月
四
日
に
浦
添
市
・
結
の
街
に
て
参

加
者
は
、
二
十
四
社
、
百
二
十
二
名
参
加

の
下
開
催
致
し
ま
し
た

　
沖
縄
県
労
働
局
、
健
康
安
全
課
長
、
長

濱
直
次
様
か
ら
の
来
賓
祝
辞
と
沖
縄
県
の

労
働
災
害
状
況
の
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

　
講
演
「
治
療
と

職
業
生
活
の
両
立
支

援
の
た
め
に
」を（
独
）

労
働
者
健
康
安
全

機
構
沖
縄
産
業
保

健
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
副
所
長
の
大
村
朝

常
様
に
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
に
労
働
災
害
安
全
標
語
入
選
者

表
彰
（
優
秀
賞
一
点
、
優
良
賞
三
点
、
佳

作
八
点
）
を
行
い
最
後
に
労
働
安
全
宣
言

を
参
加
者
全
員
唱
和
で
大
会
を
閉
会
し
ま

し
た
。

回
の
ラ
ウ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
で
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
こ
の
人
手
不
足
問
題
に
対
し
て
、
部
会

が
会
員
企
業
へ
協
力
で
き
る
の
が
、
現
場

作
業
の
効
率
化
・
機
械
化
・
合
理
化
等
に

繋
が
る
技
術
・
技
能
向
上
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く

要
請
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
十
三
回 
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衛
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シ
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ポ
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ム
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入
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者
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優
良
賞

せ
ま
る
危
険
は
予
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な
し

　
み
ん
な
で
育
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る
　
安
全
意
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仲
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縄
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縄
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十
二
月
一
日
波
の
上
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
に
お

き
ま
し
て
十
四
チ
ー
ム
（
五
十
六
名
）
参

加
の
も
と
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
各
社
の
代
表
と
し
て
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ゲ
ー
ム
終
了
後
の
表
彰

式
を
兼
ね
て
の
懇
親
会
で
は
、
会
員
各
社

の
ご
協
力
に
よ
る
多
く
の
景
品
を
ご
提
供

い
た
だ
き
、
上
位
入
賞
及
び
各
賞
の
発
表

に
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
各
社
の
親
睦
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、

東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
た
ビ

ル
メ
ン
ヒ
ュ

ー
マ
ン
フ
ェ

ア
　
ク
リ
ー

ン
E
X
P
O

二
〇
一
七
へ

参
加
も
含

め
て
総
勢

二
十
一
名
で

の
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
で

は
業
界
専
門

展
示
会
、
病

院
清
掃
関
連

講
演
会
、
そ

し
て
第
十
五
回
全
国
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

技
能
競
技
大
会
で
の
九
州
代
表
の
応
援
会

場
近
く
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
東
京

で
は
、
最
新
の
I
T
や
A
I
な
ど
の
技
術

を
駆
使
し
た
様
々
な
製
品
を
見
学
し
た
。

ま
た
、
墨
田
川
の
屋
形
船
ナ
イ
ト
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
、
箱
根
・
鎌
倉
を
観
光
し
参
加
メ

ン
バ
ー
と
の
交
流
・
懇
親
を
深
め
全
員
無

事
元
気
に
帰
着
の
途
に
就
き
ま
し
た
。

「
第
十
八
回
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

☆
上
位
の
成
績
次
の
と
お
り
で
す
。

団
体
優
勝
　
㈱
ク
リ
ー
ド
沖
縄

　
　
二
位
　
㈱
総
合
ビ
ル
管
理

　
　
三
位
　
㈱
沖
縄
環
境
開
発
セ
ン
タ
ー

個
人
優
勝
　
比
嘉
　
優

　
　
　
　
　
　
　（
読
谷
協
同
産
業
㈱
）

　
　
二
位
　
宮
西
　
和
人

　
　
　
　
　
　
　（
㈱
総
合
ビ
ル
管
理
）

　
　
三
位
　
根
岸
　
大

　
　
　
　
　
　
　（
㈱
総
合
ビ
ル
管
理
）

　
十
月
七
日
に
西
原
マ
リ
ン
パ
ー
ク
多
目

的
広
場
に
て
七
チ
ー
ム
が
優
勝
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

　
参
加
者
全
員
が
怪
我
を
し
な
い
よ
う
試

合
前
に
は
入
念
に
準
備
運
動
を
行
い
、
応

援
者
の
歓
声
を
力
に
変
え
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
プ
ロ
顔
負
け
の
プ
レ
ー
や
日
頃
の

運
動
不
足
に
よ
る
珍
プ
レ
ー
も
飛
び
出
し

な
が
ら
も
試
合
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　
～
成
績
発
表
～
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縄
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縄
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縄
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縄
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縄
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「
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
職
種
　
技
能
検
定
」

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
検
定
員
　（
株
）
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン
　
宮
里
　
幸
充
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

青
年
部
長　

與
儀
達
矢

　

八
月
二
十
日
に
第
一
回
ち
ゅ
ら
島
環
境

美
化
全
県
一
斉
清
掃
を
宜
野
湾
海
浜
公
園

内
の
海
岸
に
て
ゴ
ミ
回
収
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

　

猛
暑
に
も
関
わ
ら
ず
、
会
員
・
賛
助
会

員
二
十
四
社
百
七
十
九
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

海
岸
の
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
下
に
は
、
マ
ナ

ー
の
悪
い
人
が
捨
て
て
い
っ
た
ゴ
ミ
や
海

を
渡
っ
て
海
岸
に
漂
着
し
た
ゴ
ミ
で
汚
れ

て
お
り
、
回
収
し
た
ゴ
ミ
袋
は
五
十
袋
以

上
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
子
供
達
も
多
数

参
加
し
て
下
さ
り
、「
環
境
を
大
切
に
し
て

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
心
」
を
育
て
る
こ
と
が

出
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

清
掃
後
に
は
ト
ロ
ピ
カ
ル
ビ
ー
チ
に
て

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
、
美
味
し
い
お
肉

や
焼
き
そ
ば
、
か
き
氷
を
堪
能
し
て
滞
り

な
く
環
境
美
化
運
動
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
よ
り
多
く
の
市
町
村
で
協
会
活

動
を
Ｐ
Ｒ
す
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も
会
員
・

賛
助
会
員
の
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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【
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　

技
能
検
定
の
等
級
変
更
】　

　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
に
お
い
て
は
、

平
成
二
十
八
年
四
月
に
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

が
技
能
検
定
二
号
移
行
対
象
職
種
に
認
定

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
、
ビ
ル
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
技
能
検
定
は
平
成
二
十
八
年
度

よ
り
複
数
等
級
化
さ
れ
、
五
等
級
（
外
国

人
技
能
実
習
生
の
受
講
対
象
に
基
礎
二
級
、

基
礎
一
級
が
設
け
ら
れ
、
単
一
等
級
試
験
で

あ
っ
た
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
定
が
三
級
、

二
級
、
一
級
と
複
数
等
級
と
な
っ
た
）　

　
平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
、
外
国
人
技

能
実
習
制
度
の
制
度
に
お
け
る
管
理
監
督

体
制
の
強
化
と
制
度
拡
充
を
内
容
と
す
る

「
外
国
人
の
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
さ
ら
に
【
ビ
ル
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
技
能
検
定
の
等
級
変
更
】　
が
変

更
さ
れ
四
等
級
と
な
っ
た
。

（
外
国
人
技
能
実
習
生
受
講
対
象
の
基
礎
二

級
、
基
礎
一
級
が
基
礎
級
へ
変
更
）

　
平
成
二
十
九
年
十
二
月
に
九
州
地
区
で

も
初
め
て
沖
縄
県
で
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

基
礎
検
定
が
実
施
さ
れ
、
三
名
の
外
国
人

技
能
実
習
生
（
ベ
ト
ナ
ム
）
が
受
験
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

技能実習制度の仕組み

講習 実習

1 年目 2 年目 3 年目 4 年目 5 年目

実習

技能実習 1号 技能実習 2 号

実習

技能実習 3 号

基礎級
（実技試験及び学科試験の

受検が必須）

3　級
（実技試験の受検が必須）

2　級
（実技試験の受検が必須）
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。
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青
年
部
副
部
長
　
酒
匂
　
敏
行

　
協
会
青
年
部
よ
り
二
名
が
オ
ー
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。
全
国
大
会

で
は
、
部
会
長
会
議
に
て
各
県
青
年
部
の

活
動
状
況
や
今
後
の
課
題
を
共
有
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
二
一
代
表
の
松
本
卓
三
氏
に
よ
る
「
十

年
先
の
Ｂ
Ｍ
経
営
戦
略
」
を
テ
ー
マ
に
素

晴
ら
し
い
講
演
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
内
容

を
踏
ま
え
「
人
手
不
足
と
生
産
性
向
上
の

対
策
」
に
つ
い
て
討
論
会
及
び
プ
レ
ゼ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
は
、
高
知
県
の
特
色
豊

か
な
懇
親
会
が
催
さ
れ
、
全
国
の
Ｂ
Ｍ
関

係
者
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

第
二
十
二
回

Ｂ
Ｍ
青
年
部
全
国
大
会

日　時 参加数 参加者 備　考活動内容

協会活動日誌

県立病院ラウンドチェック水準調整会議

ハードフロアメンテナンス講習会

第１回ちゅら島環境美化全県一斉清掃

第４回理事会

防除作業従事者研修講師会議

ビルクリーニング技能講師会議

清掃作業従事者研修講習会(北部)

第１３回交流野球大会監督者会議

ビルクリーニング技能検定事前講習会

平成２９年度第１回親睦ゴルフコンペ

第５回理事会

県立病院ラウンドチェツク（宮古・八重山）

貯水槽清掃講師部会会議

平成２９年度労働安全衛生大会

第１２回交流野球大会

清掃作業従事者研修講習会(中部)

第６回理事会・代表者会議

清掃作業従事者指導者講習会（再）

清掃作業従事者指導者講習会（新規）

災害防災訓練

防除作業従事者研修

第１３回環境衛生シンポジウム

清掃作業従事者研修（那覇）

ビルクリーニング技能検定直前講習会

第２回ちゅら島環境美化全県一斉清掃

協会研修旅行（ビルメンヒューマンフェア）

第7回理事会

第１８回ボウリング大会

貯水槽清掃作業従事者研修会

内閣府沖縄総合事務局へ陳情要請

沖縄県及び市長会へ陳情要請

那覇市へ陳情要請

三役・各正副委員長会議

平成３０年新春懇親会

委員

会員・一般

会員

理事・監事

講師

講師

講師・受講者

会員

会員

会員

理事・監事

事業委員・最先端品質部会員・

病院側・担当者

講師部会

会員・組合員

会員

講師・受講者

理事・監事・代表者

会員・一般

会員・一般

会員

会員・一般

会員・一般

会員・一般

会員

会員

会員

理事・監事

会員

会員・一般

３役・理事

３役・理事

３役・理事

３役・正副委員長

会員・賛助会員・来賓

協会2F　会議室

九州沖縄トラック研修会館

宜野湾海浜公園

沖縄県卸商業団地組合会議室

協会2F　会議室

協会2F　会議室

名桜大学　

協会2F　会議室

ポリテクセンター沖縄

那覇ゴルフ倶楽部

協会2F　会議室

県立病院

協会２Ｆ　会議室

浦添市産業振興センター

西原・与那原町マリンパーク

ポリテクセンター沖縄

沖縄県卸商業団地組合会議室

ポリテクセンター沖縄

ポリテクセンター沖縄

九州沖縄トラック研修会館

九州沖縄トラック研修会館

県立博物館・美術館講堂

九州沖縄トラック研修会館

ポリテクセンター沖縄

国際通り・久茂地周辺

東京ビッグサイト

協会2F　会議室

サラダボウル

浦添市産業振興センター

沖縄総合事務局

沖縄県議会

那覇市役所

ネストホテル那覇

ザ・ナハテラス

8月  2 日

8月18日

8月20日

8月29日

9月   1日

9月   1日

9月   7日

9月   8日

9月12日

9月20日

9月22日

9月26日

・27日

9月29日

10月   4日

10月   7日

10月11日

10月11日

10月12日

10月13日

10月23日

10月24日

10月26日

11月   8日

11月11日

11月12日

11月15日

11月22日

12月   1日

12月   5日

12月20日

12月21日

12月22日

12月27日

1月26日

８人

２１人

１７９人

　１３人

２人

５人

１０人

９人

１７人

３２人

　８人

２人

３人

１２２人

８５人

１５人

３０人

４３人

１４人

22人

４２人

140人

１７人

17人

１５４人

21人

11人

５６人

６３人

７人

１０人

９人

１５人

１３５人
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株
式
会
社
ア
ク
ト
ビ
ル
ケ
ア

①
担
当
リ
ー
ダ
ー
　
具
志
堅
ス
エ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
入
社
七
年
）

宜
野
湾
市
海
浜
公
園
施
設
清
掃
班
　
五
人

②
平
成
二
十
五
年
四
月
よ
り
海
浜
公
園
指

定
管
理
事
業
の
業
務
と
し
て
海
浜
公
園

内
に
あ
る
市
立
体
育
館
、陸
上
競
技
場
、

管
理
棟
、
野
球
場
、
屋
内
運
動
場
の
清

掃
業
務
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
施
設
は
、
本
島
の
中
部
に
位
置
し
て

お
り
ア
ク
セ
ス
の
利
便
に
恵
ま
れ
、
年
間

来
場
者
が
約
九
十
万
人
と
利
用
者
が
多

い
施
設
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
試
合
や
大
規
模
な
コ

ン
サ
ー
ト
等
が
開
催
さ
れ
、
地
元
の
利

用
者
か
ら
観
光
客
ま
で
幅
広
い
来
園
者

で
賑
わ
う
こ
と
が
多
く
、
大
量
の
ゴ
ミ
や

汚
れ
の
頻
度
が
多
い
為
、
効
率
的
な
清

掃
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

③
清
掃
中
に
、
利
用
者
か
ら
の
お
礼
や
ア

ン
ケ
ー
ト
で
感
謝
文
を
読
む
た
び
に
、

仕
事
に
対
す
る
、
充
実
と
達
成
感
を
感

じ
ら
れ
、
や
り
が
い
の
あ
る
職
場
環
境

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

株
式
会
社
エ
ー
ジ
ー
ピ
ー
沖
縄

　
ホ
テ
ル
施
設
グ
ル
ー
プ
　
浦
崎
勝
治

①
入
社
し
て
三
年
目
で
す
。

　
私
は
国
際
通
り
に
面
し
て
い
る
ホ
テ
ル

ロ
イ
ヤ
ル
オ
リ
オ
ン
で
施
設
管
理
の

一
員
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
内
容
と
し
て
は
施
設
保
守
、
営
繕

業
務
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
現
場
で
の
苦
労
は
、
色
々
あ
り
ま
す
が

難
し
い
作
業
で
も
顧
客
の
要
望
に
答

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

で
す
。

　
そ
し
て
、
作
業
を
計
画
し
予
定
通
り
成

し
遂
げ
た
時
に
す
ご
く
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
。

　
　
◇
◇
編
集
後
記
◇
◇

　「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」
と
は
小
さ
い

事
に
心
を
奪
わ
れ
て
全
体
を
見
通
す
こ
と

が
出
来
な
い
と
言
う
諺
で
す
。
よ
く
広
い

視
野
で
物
事
を
見
る
の
が
大
事
だ
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
そ
う
す
る
事
で
見
え
て
く
る

こ
と
が
多
く
あ
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
こ

の
諺
は
家
庭
や
地
域
、
職
場
な
ど
様
々
な

場
面
で
当
て
は
ま
る
と
思
い
ま
す
。
行
き

詰
っ
た
り
困
難
に
当
っ
た
時
ほ
ど
視
線
を

高
く
し
て
目
標
や
全
体
を
見
失
う
こ
と
が

な
い
よ
う
に
考
え
方
を
ち
ょ
っ
と
変
え
て

み
る
の
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
年
も
皆
様
が
健
や
か
な
一
年
で
有

り
ま
す
様
に
願
っ
て
ま
す
。

◇
発
行
責
任
者
　
新
垣
淑
典

（
一
社
）沖
縄
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
会
長

　
　
那
覇
市
曙
二
丁
目
二
十
七
番
十
四
号

　
　
電
話
〇
九
八
（
八
六
一
）
二
七
四
二

③
職
場
で
は
無
災
害
日
数
が
三
四
０
０
日

を
超
え
て
お
り
こ
れ
か
ら
も
継
続
し

て
、
常
に
安
全
第
一
を
心
掛
け
、
グ

ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
て
業
務
を
遂
行

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
更
に
先
輩
方
の
経
験
、
知
識
を
吸
収
し

指
導
を
受
け
な
が
ら
自
己
を
高
め
る

努
力
を
し
て
日
々
、
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
◇
◇
会
員
動
向
◇
◇

【
社
名
変
更
】

【
代
表
者
変
更
】

沖
縄
ビ
ル
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
株
式
会
社

新
／
代
表
取
締
役
社
長
　
幸
地
　 

均

旧
／
代
表
取
締
役
社
長
　
澤
紙
　
秀
雄

現
場
で
働
く
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
お
届
け
し

ま
す
。
質
問
内
様
は

①
入
社
し
て
何
年
目
で
す
か
？

②
現
場
で
の
苦
労
は
？

③
今
後
の
抱
負
は
？


